
政策評価シート（第５次二宮町総合計画・後期基本計画）

1-5「にのみや
Life」の提案と発
信による町の魅
⼒の再発⾒

Ｂ 一部改善 Ｂ 継続推進 Ｂ 継続推進

※　評価　「順調である」「概ね順調である」「一部順調ではない」「順調ではない」

内部評価（評価・理由等）

概ね順調である

・1-1の施策においては、⼩児医療費の所得制限廃⽌など、安⼼して⼦育てを⾏うための環境づく
りを推進した。今後は児童相談やヤングケアラー、発達支援など、多様化するニーズへの対応が必
要である。
・1-2の施策においては、ＩＣＴ環境の整備や⼩中一貫教育を⾒据えた研究の推進、各学校の
コミュニティ・スクールの運営など着実に成果をあげているため、目的達成に向けて継続して推進す
る。
・1-3の施策においては、認知症サポーター養成講座の範囲の拡大を図ったことで一定の成果は
あったが、引き続き独居や⾼齢者世帯の⾒守り体制の強化、社会情勢に合った支援制度や⾼齢
者団体の在り方について検討が必要である。
・1-4の施策においては、お互いさま推進協議会や町⺠サポートセンターなどを通じて地域コミュニ
ティの醸成を図った。引き続き、地区の在り方の⾒直しなどは成果が出るまでに時間がかかるが、町
⺠理解を得て進める努⼒が必要である。
・1-5の施策においては、移住されて来た方たちの協⼒による移住相談会の開催などを通じ、「にの
みやLife」を効果的に発信することができた。引き続き、成果を確認しながら、効果的な手法を選
択し継続する。
・政策全体として、各施策ともに一定の成果が得られているため、推進は概ね順調である。

継続推進

1-4人口減少社
会でも活⼒あるコ
ミュニティの形成

Ｂ 一部改善 Ｂ 継続推進 Ｂ 継続推進

1-3住み慣れた
地域で誰もが安
⼼して暮らし続け
られる環境づくり

Ｂ 一部改善 Ｂ 継続推進 Ｂ

継続推進

1-2学校と地域
の連携による⼦ど
もたちの⽣きる⼒
の育成

Ｂ 継続推進 Ｂ 継続推進 Ｂ 継続推進

1-1 恵まれた自
然環境の中での
切れ目のない⼦
育て支援

Ｂ 継続推進 Ｂ 継続推進 Ｂ

方向性（仮）

まちづくりの方向性 ⽣活の質の向上と定住人口の確保

背景と現状

「⻑寿の⾥」、「⼦育て・⼦育ちの町」として、⼦どもから⾼齢者まで、誰もが、豊かな自然環境と⽣活環境の中で、健康
で安⼼して暮らすことができ、さらに、住環境、⼦育て・⼦育ち環境、教育環境を充実することにより、「⽣活の質」の向
上を図ります。
そのため、町⺠の知恵と努⼒がまちづくりに活かされるとともに、町⺠同⼠の協⼒と支え合いにより、地域コミュニティが息
づくまちづくりを進めます。
また、「⽣活の質」を向上させることにより、⼦育て世代を中⼼に定住人口の確保に努めます。
※　評価　　「Ａ︓⼗分な成果があった」「Ｂ︓一定の成果があった」「Ｃ︓あまり成果がなかった」「Ｄ︓成果が得られなかった」
※　方向性　　「継続推進」「一部改善」「抜本的⾒直し」

重点的方針
評価

Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３
評価 方向性 評価 方向性 評価
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政策評価シート（第５次二宮町総合計画・後期基本計画）

※　評価　「順調である」「概ね順調である」「一部順調ではない」「順調ではない」

内部評価（評価・理由等）

概ね順調である

・2-1の施策においては、未だ新型コロナウイルス感染症の影響が続く状況下においても、延期や中
止となっていた様々な文化事業を開催することができた。今後も状況に応じた展開を進める必要が
ある。
・2-2の施策においては、環境啓発を重点的に進め、町のホームページの環境コーナー充実、就学
前の子どもへの出前講座を実施し、環境について学ぶことのできる機会の提供を図った。
・2-3の施策においては、有害鳥獣対策の推進により一定の効果が得られた一方、商工業におい
ては、新型コロナウイルス感染症の影響を受けているものも多いことから、国の臨時交付⾦等を活
⽤し、事業継続⽀援やプレミアム商品券事業を実施し、事業者等への⽀援を⾏った。
・政策全体として、各施策ともに一定の成果が得られているため、推進は概ね順調である。

継続推進
2-3 二宮らしい
産業の振興と雇
⽤機会の創出

Ｂ 継続推進 Ｂ 継続推進 Ｂ

継続推進

2-2 自然を身近
に感じられる環境
にやさしいまちづく
りの推進

Ｂ 一部改善 Ｂ 継続推進 Ｂ 継続推進

2-1 地域資源の
保全と活⽤による
新たな町の魅⼒
の向上

Ｂ 継続推進 Ｃ 一部改善 Ｂ

方向性（仮）

まちづくりの方向性 環境と風景が息づくまちづくり

背景と現状

　自然環境、歴史・文化を保全・育成し、都会に近い身近な自然環境と田舎の風景、穏やかな住環境を活かした観
光を振興し、農業と漁業の振興を図ります。
　また、地域の素材を⼤切にした商品づくり等による商工業振興や、⾼齢者世代や子育て世代のニーズに応えた商工
業振興を進めます。
　さらに、町の特性を活かした農業、漁業、商工業と観光との有機的な連携と、町⺠との連携・協⼒により、町の活性
化を図ります。
※　評価　　「Ａ︓⼗分な成果があった」「Ｂ︓一定の成果があった」「Ｃ︓あまり成果がなかった」「Ｄ︓成果が得られなかった」
※　方向性　　「継続推進」「一部改善」「抜本的⾒直し」

重点的方針
評価

Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３
評価 方向性 評価 方向性 評価
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政策評価シート（第５次二宮町総合計画・後期基本計画）

※　評価　「順調である」「概ね順調である」「一部順調ではない」「順調ではない」

内部評価（評価・理由等）

概ね順調である

・3-1の施策においては、新庁舎・駅周辺公共施設再編計画を作成するとともに、未耐震の地域
集会施設について耐震診断を実施し耐震化を図った。公共施設の再配置に関する施策は、まち
づくりの根幹となるものであり、今後も町⺠理解を得て進める努⼒が必要である。
・3-2の施策においては、防災・減災⾯で⾃助、共助、公助のバランスの取れた防災⼒の強化充
実を図ることができた。また、消防業務においても、救急救助活動業務に注⼒して業務を達成し、
かつ、新たに関係機関と連携し、高齢者の火災予防活動を推進した。
・3-3の施策においては、町⺠の⽣活に直結する内容であり、⽇々、多くの声を頂く機会があるた
め、点検やパトロール等による計画的な対応等をより積極的に推進していくとともに、インフラの予防
保全と、新たな交通施策の検討を進める必要がある。
・政策全体として、各施策ともに一定の成果が得られているため、推進は概ね順調である。

継続推進
3-3 都市基盤の
強化と町⺠の交
通環境の向上

Ａ 継続推進 Ｂ 継続推進 Ｂ

継続推進

3-2 ⾃然災害に
対する防災・減
災対策の充実

Ｂ 継続推進 Ｂ 継続推進 Ｂ 継続推進

3-1 新庁舎整
備による安全・安
心な町の拠点づ
くり

Ｂ 継続推進 Ｂ 継続推進 Ｂ

方向性（仮）

まちづくりの方向性 交通環境と防災対策の向上

背景と現状

　便利でコンパクトな町という特性を活かして、町⺠にとって⾝近で利⽤しやすい公共施設の充実と、駅前広場や主要
な道路の改良、公共交通の確保等により、交通環境の充実を図ります。
　また、喫緊の課題である⼤震災等の災害に備えるとともに、家庭、地域で町⺠同⼠の協⼒と⽀え合いによる減災⽂
化が根付くまちづくりを進めます。

※　評価　　「Ａ︓⼗分な成果があった」「Ｂ︓一定の成果があった」「Ｃ︓あまり成果がなかった」「Ｄ︓成果が得られなかった」
※　方向性　　「継続推進」「一部改善」「抜本的⾒直し」

重点的方針
評価

Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３
評価 方向性 評価 方向性 評価
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政策評価シート（第５次二宮町総合計画・後期基本計画）

※　評価　「順調である」「概ね順調である」「一部順調ではない」「順調ではない」

内部評価（評価・理由等）

概ね順調である

・4-1の施策においては、経常的経費と臨時的経費をしっかりと区分した上で、⻑期的な⾒通しを
持って進める必要がある。
・4-2の施策においては、個⼈情報に配慮しつつ、開かれた⾏政運営の確保を推進するとともに、
⼈材育成を通じて職員の育成や業務の効率化による町⺠サービスの向上を図ったが、更なる時代
に合った職員能⼒の向上やまちづくりへの町⺠参加の機会の確保を図る必要がある。
・政策全体として、各施策ともに一定の成果が得られているため、推進は概ね順調である。

継続推進

4-2　町⺠ととも
にある自治体運
営の推進と職員
能⼒の向上

Ｂ 継続推進 Ｂ 継続推進 Ｂ 継続推進

4-1 効率的な⾏
財政運営の推進 Ｂ 継続推進 Ｂ 継続推進 Ｂ

方向性（仮）

まちづくりの方向性 戦略的⾏政運営

背景と現状

　自治体財政が厳しい時代が続くものと予想されることから、計画的な⾏財政運営を進めます。
　時代状況の変化や町⺠の要請に応えられる⾏政を目指して、柔軟で機動的な自治体経営、スリムな⾏政、他の自
治体との連携による広域⾏政、将来像を実現するための戦略的なまちづくり、広報公聴機能の充実を進めます。
　また、「自治体経営の⼒」を向上させるため、まちづくり⾏政を担う職員の育成を進めます。

※　評価　　「Ａ︓⼗分な成果があった」「Ｂ︓一定の成果があった」「Ｃ︓あまり成果がなかった」「Ｄ︓成果が得られなかった」
※　方向性　　「継続推進」「一部改善」「抜本的⾒直し」

重点的方針
評価

Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３
評価 方向性 評価 方向性 評価
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